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Abstract
ヽヽ「i■ianl Wordsworth都「rote four`Lucy'poems during his stay in Germany: `Strange Fits of
passion have l knownギ`She dwelt amOng the untrodden Mァays,'`Fk slumber did my spirit seal'in
Goslar,and`Three years she grew in sun and shower'in Hartz Forest  Althogh M/e cannOt deny
that these poems have autonomous pOetic、'、orlds of their oⅥ〆n, if、ve read `Lucy' poems as a
sequence,they unfold a drama of a persona都/ho faced Lucy's death
ln this paper,I shan trace the drama by reading`Lucy'poems as a sequence,and reconfirm
thatイThree years she gre、|'in sun and shoM/er'descibes the aspect of WordsM/orth's recognition
of Nature、vhich is rarely told in the poems before`Lucy'ones,and lnake it clear that it Mras this
recognition that enabled the persOna to conquer Lucy's death
I
およそ4ケ月に渡る(1798年10月6日～1799年2月23日)ゴスラー滞在が, ワーズフス兄妹の
意に反し悲惨なものであったことは,私達のよく知るところである。百年に一度と伝えられる大寒
波に見舞われた異国の地で, ドイツ語も思うにまかせ熾兄妹が冷えきった一室に引き籠 り,一日の
大半を過さねばならぬとしたら,その生活がおよそどのようなものであったかは想像に難 くない。有
るか無きかの温もりを求めてはい出して来た一匹の)と電に,己れの境遇のまだましであることを歌っ
た ″瘍形%ゲη Gttη夕9αηぅ′は,当時の兄妹の置かれた状況の惨めさを如実に語っている。生と死の狭
間で血液が結氷と氷解をくり返していたのは(1上 あるいはワーズワスの方であったのかもしれない。
`Strange nts of passion have l knowデ`She dwelt among the untrodden、vaysギ`A slumbler did
my spirit seal,'`Three years she grew in sun and showeゴの所謂ルーシー詩が書かれたのはこう
した状況下においてであった。ここで, これらの作品が一様に死をその主題としていることを殊更
に当時のワーズワス兄妹の境遇に求めることは危険であるが, しかし,当時の状況がワーズワスに
上述のルーシー詩を書かせる契機となったことは否定できゑ事実である。どのような理由によるか
は断言し得残としても, ゴスラーにあってワーズワスは間違いなく死について考えることをしたの
であり°),その結果が一連のルーシー詩なのである。私達はそこに死の問題に直面した一人の人間
の,その克服までの軌跡を見ることができるのである。死の予感に不意に襲われた人間がついにそ
れを克服するまでの精神の有様が, ゴスラーにおける惨めで異常な生活 (兄妹間の感情がその域を
越え,男女のそれへと逸脱していったとしてもおかしくないような二人だけの閉じ籠った生活)を
契機として書かれたルーシー詩から鮮やかに浮び上ってくるのである。
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